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アズキ落葉病菌の生態に関する‘研究

11. 土壌中菌量に及ぼすアズキ催病残溢の影響

近藤則夫・小林喜六

(北海道大学農学部柏物学教室)

(~tl 和 58 年 5 月 26 日受理)

Studies on the Ecology of C~ρhalosρorium gregatum， the Causal 
Fungus of Brown Stem Rot of Adzuki Beans in Hokkaido 

11. E任ectsof Infested Host Residu巴 onthe Number of 
Cephalosporium gregatum Propagule日

in Soil in the Field 

Norio KONDO and Kiroku KOBAYASHl 

(Deartment of Botany， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

緒 言

ダイズの Brownstem rot菌は擢病残溢中で越冬し，

その上に多量の胞子を生産するために菌量が著しく増加

し，それが感染源としての重要な役割を果たすことが報

告されているの，4)。アズキ落葉病についてもアズキの連

作地で本病の発生が激しいことから，擢病残溢が本病の

伝染源として重要な役割を果たしているものと考えられ

ている5)が充分解明されていない。

本研究は，擢病茎を加えた土壌中におけるアズキ落葉

病菌菌量の変動を明らかにすることによって，権病茎の

感染源としての役割を明らかにしようとして行ったもの

である。

実験材料と方法

1980年 10月，北大農場内のアズキ連作土擦を 2mm

目のふるいを通し， 30x24x12cmの底に穴をあけたプ

ラスチック製容器に入れた。第1の容器には土壌に15本

の権病茎(長さ 15cm)を加え，充分混合した。第2の容

器には土壌の表面に罷病茎を置いた。第3の容器には土

壌だけを入れ，各容器を土壌表面の高さが同一になるよ

うに休閑区(前報)に埋めた。各容器内の土壌を一定期

間ごとに約 500gとり出し選択分離培地2)を用い，土壌

稀釈平板法により TypeA と TypeBl)の菌量を定量

した。
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実験結果と考察

権病茎の有無に関係なく 1981年5月に TypeAの菌

量は急激に増加した (Fig.1)。しかし7月から 10月まで

権病茎を加えた区と加えない区で菌量に明らかな差があ

り， 10月には擢病茎混入区で3.2x104，加えない区では

6x 103を示した。 しかし，11月に茎混入区の菌量は急

激に減少して 7x103となり，茎を加えない区と差が認

められなくなった。その後すべての区で 1982年1月な

いし2月まで増加し， 3月に3X 102に減少したが，1981 

年と同様に5月に再び増加した。

一方， Type B菌量は，躍病茎を加えないときは，ほ

とんど 5X 102以下であったが，権病茎を加えた区では

1980年 12月から 1981年4月まで2X 104以上であった。

1981年以降は，憶病茎の有無に関係なくほとんど検出さ

れなくなった (Fig.2)。

Type Aの場合，初期の頃は催病茎の有無で菌量に明

らかな差があったが，次第に差がなくなった。これは2

mmのふるいを通ったきわめて徴小な残漬上にも分生胞

子を形成する能力があるためと忠われる。また， 1982年

3月以後低い菌量で推移しているが，これは土壌表面あ

るいは土壌中の擢病残澄が相当分解され，胞子形成能力

を失って来たためと考えられる。

以上の結果から，土壌表面あるいは，土壌中に存在す

る擢病残、盗上に多量の胞子が形成され，これが雨露によ
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Fig. 1. InfillenCe of infested stems on the levels 

。f Cephaloφ01・ium gregaturn (Type A) 
propagllles in五eldsoil. 

.一一一・ Soil beneath stem. 
口一一口 Soil incorporated with stem. 
O一一o Soil withollt stem. 
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Fig. 2. Inflllence of infested stems on the levels 

of CφhaloφoriulII gregatu/Jl (Type B) 

propagllles in五eldsoil 

.一一・ Soil beneath stem. 
口口 Soilincorporated with stem. 
0--0 Soil withollt stem 

って土壊中に混入し，菌量を増加させ，感染源となるも

のと思われる。したがって発病園場での被害刈株や茎葉

を処分する事によって，土壊中の菌量を低下させ，被害

を最小限にくいとめる事が可能である。

摘 要

1. Type A の菌量は初期の頃，擢病茎を加えること

によって高くなったが，次第に擢病茎の有無で‘菌量に差

はなくなった。

2. Type Bの場合，擢病茎を加えないとき菌量は低

い値で一定だったが，加えたときは一時的に高く加えな

いときと著しい差が見られたが， 1981年以降は，擢病茎

の有無に関係なくほとんど検出されなかった。
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Summary 

The nllmber of Cψhaloφoriulll gregatum Type 

A and B propagllles in field soil incorporated with 

infested adZllki bean resid lle markedly increased 

dllring the first year， bllt they settled down to low 

levels as infested residlle was degraded during the 

second year 

Removing infested residlle from五eldsoils re-

clllced soil poplllations of the fllngllS. 

From these reslllts it was fOllnd that infested 

adZllki bean stems un and into the soil sllpported 

the mllltiplication of C. gregatlllll propagllles and 

they wil¥ play significant role as inOClllllm. 


